
境
を
生
か
し
た
大
田
区
ら
し
い
公
園
を
紹
介

し
ま
す
。

都
内
初
の
区
立
海
浜
公
園

大
森
ふ
る
さ
と
の
浜
辺
公
園

平
成
19
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
大
森

ふ
る
さ
と
の
浜
辺
公
園
」
は
、
砂
浜
や
干
潟

を
持
つ
都
内
で
は
初
め
て
の
区
立
海
浜
公
園

で
す
。
江
戸
の
昔
か
ら
繁
栄
し
て
い
た
大
森

の
海
を
次
世
代
に
伝
え
る
約
４
０
０
ｍ
の
人

工
砂
浜
や
干
潟
、
釣
磯
場
が
あ
り
、
ま
た
、

全
長
30
ｍ
の
大
型
す
べ
り
台
も
子
ど
も
た
ち

に
人
気
で
す
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
大
型
連
休

も
あ
る
４
〜
５
月
に
は
、
来
園
者
は
ひ
と
月

で
２
万
４
０
０
０
人
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

大
田
区
は
、
高
度
な
技
術
力
を
持
つ
た
く

さ
ん
の
企
業
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
商
店
街
や

田
園
調
布
に
代
表
さ
れ
る
美
し
い
ま
ち
並
み
、

歴
史
あ
る
文
化
財
や
史
跡
の
数
々
、
手
軽
に

楽
し
め
る
多
国
籍
グ
ル
メ
な
ど
、
多
彩
な
魅

力
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
首
都
東
京
に
あ
り
な
が
ら
、

整
備
さ
れ
た
野
鳥
公
園
や
海
浜
公
園
、
多
摩

川
や
洗
足
池
な
ど
緑
あ
ふ
れ
る
自
然
や
水
辺

の
豊
か
さ
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

区
内
の
公
園
の
数
は
平
成
27
年
６
月
１
日

現
在
で
全
部
で
５
６
０
か
所
。
季
節
の
花
が

自
慢
の
公
園
や
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
な
ど
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
楽
し
い
遊
具

の
あ
る
公
園
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
の

中
で
も
、
河
川
や
海
な
ど
の
貴
重
な
自
然
環

大森海苔のふるさと館では、大森ふるさとの
浜辺公園と連携して海苔づくりを行っている。
全国屈指の海苔の生産地として名を馳せた、
大森の海苔づくりの様子を知ることができる

空
港
と
産
業
の
ま
ち
大
田
区
は
、
そ
の
一
方
で
緑
あ
ふ
れ
る
自
然
や
水
辺
の
豊
か
さ
が
魅
力
的
な
ま
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
海
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
の
ん
び
り
と
磯
遊
び
や
水
遊
び
が
楽
し
め
る
、

都
内
初
の
区
立
海
浜
公
園
「
大
森
ふ
る
さ
と
の
浜
辺
公
園
」、
ホ
タ
ル
の
観
賞
や
幻
想
的
な
灯
篭
流
し
で

水
辺
の
涼
に
親
し
め
る
「
洗
足
池
公
園
」、
江
戸
の
昔
か
ら
人
々
の
往
来
で
に
ぎ
わ
っ
て
き
た

多
摩
川
の
橋
の
あ
る
風
景
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
自
然
豊
か
な
区
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

潤
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
、大
田

　
　
〜
水
辺
と
緑
の
公
園
で
自
然
に
親
し
む
〜

広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

大田区大田区

水
辺
の
自
然
に
親
し
め
る
ま
ち

大森海苔のふるさと館に展示されている、最後の海
苔船「伊藤丸」。全長13ｍあり、迫力に圧倒される

42平成27年7月　No.304



都
内
屈
指
の
広
さ
の
淡
水
池

洗
足
池
公
園

暑
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
水
辺
の
涼

を
と
る
の
に
ぴ
っ
た
り
な
の
が
、「
洗
足
池

公
園
」
で
す
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
こ
の
公

園
に
は
北
千
束
の
清
水
窪
湧
水
な
ど
を
主
な

水
源
と
す
る
都
内
屈
指
の
広
さ
を
有
す
る
淡

水
の
洗
足
池
が
あ
り
、
ボ
ー
ト
遊
び
が
楽
し

め
ま
す
。

江
戸
時
代
、
歌
川
広
重
の
名
所
江
戸
百
景

「
千
束
の
池
袈
裟
懸
松
」
に
も
描
か
れ
た
水

辺
の
景
観
の
面
影
を
今
も
残
し
て
お
り
、
春

は
桜
で
に
ぎ
わ
い
、
夏
に
は
水
辺
を
飛
び
交

う
ト
ン
ボ
な
ど
の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
秋
に

は
紅
葉
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
、
冬
は
渡

り
鳥
の
楽
園
と
な
り
ま
す
。

散
策
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
は
、
水
生
植
物
園

や
、歴
史
を
伝
え
る
勝
海
舟
夫
妻
の
墓
、「
西

郷
隆
盛
留
魂
詩
碑
」
な
ど
も
お
す
す
め
で
す
。

幕
末
に
活
躍
し
た
政
治
家
、
勝
海
舟
は
、

西
郷
隆
盛
と
の
会
談
の
た
め
官
軍
の
お
か
れ

た
池
上
本
門
寺
に
赴
く
途
中
、
洗
足
池
畔
で

憩
い
、
風
景
に
胸
を
う
た
れ
、
そ
の
縁
で
こ

こ
に
別
荘
を
構
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

建
物
は
戦
後
に
焼
失
し
ま
し
た
が
、
海
舟
の

遺
言
「
富
士
を
見
な
が
ら
土
に
入
り
た
い
」

に
よ
り
、
当
時
、
池
の
西
側
に
富
士
山
が
見

え
た
た
め
、
池
の
ほ
と
り
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
妻
で
あ
る
民
子
の
墓
は
青
山
墓
地

か
ら
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

開
園
に
至
る
ま
で
に
は
、
数
多
く
の
区
民

参
加
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
報
告
会
な

ど
を
積
み
重
ね
て
完
成
し
ま
し
た
。
平
成
19

年
７
月
に
は
「
大
森
ふ
る
さ
と
の
浜
辺
公
園

を
育
て
る
会
」
が
発
足
し
、
浜
辺
で
の
磯
遊

び
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
か
つ
て
の
大
森
海
岸

を
再
現
し
た
浜
辺
で
磯
遊
び
を
楽
し
ん
だ
り
、

花
の
時
期
に
は
桜
や
ツ
ツ
ジ
に
彩
ら
れ
た
園

内
を
散
策
し
た
り
、
浜
風
の
薫
る
公
園
を
満

喫
し
て
く
だ
さ
い
。
広
場
や
売
店
も
あ
り
、

家
族
で
気
軽
に
訪
れ
る
の
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

大田区大田区大田区大田区大田区
広報担当おすすめスポット
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　　　　　京急本線
大森町駅下車徒歩12
分・平和島駅下車徒
歩15分、東京モノレ
ール流通センター駅
下車徒歩15分

アクセス

約400メートルの人工砂浜約400メートルの人工砂浜約400メートルの人工砂浜約400メートルの人工砂浜

歴史と風情ある池歴史と風情ある池歴史と風情ある池歴史と風情ある池

大森ふるさとの浜辺公園

洗足池公園 　海苔づくりは今から300年ほど前、　海苔づくりは今から300年ほど前、
江戸時代に始まりました。
　当時は、品川から大森周辺の海辺　当時は、品川から大森周辺の海辺
に“ひび”と呼ばれる木を建て、そに“ひび”と呼ばれる木を建て、そ
の枝に育つ海苔を摘み取っており、の枝に育つ海苔を摘み取っており、
浅瀬の広がる大森周辺は大きな産地浅瀬の広がる大森周辺は大きな産地
として発展しました。として発展しました。
　明治以降、各地で海苔づくりが行　明治以降、各地で海苔づくりが行
われるようになりましたが、大田区
沿岸の海苔は質・量ともに “本場乾
海苔”として全国に誇りました。
　昭和37年には東京湾の埋め立て
のため生産は中止されましたが、大
森周辺には現在も海苔問屋が多く、
海苔の流通業の中心となっています。

大森の海苔

れ
、
訪
れ
る
人
の
目
を
引
き
ま
す
。

ま
た
、
乾
海
苔
づ
く
り
の
作
業
部
屋

「
海
苔
付
け
場
」
の
再
現
展
示
や
、
大
田

区
沿
岸
に
お
け
る
海
苔
産
業
の
歴
史
を
ド

ラ
マ
仕
立
て
で
解
説
す
る
「
大
田
海
苔
劇

場
」、
海
苔
を
養
殖
す
る＂
ひ
び
＂を
建
て

る
た
め
海
苔
下
駄
を
履
い
て
振
り
棒
で
海

底
に
穴
を
あ
け
る
体
験
が
で
き
る
「
海
苔

下
駄
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
も
人
気
で
す
。

ま
た
、
公
園
を
訪
れ
る
人
に
海
苔
づ
く

り
の
様
子
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
実
際

の
浜
辺
を
使
っ
て
昔
の
海
苔
づ
く
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。
海
の
中
に
架
け
渡
さ
れ
た

海
苔
網
が
潮
の
満
ち
引
き
に
よ
っ
て
現
れ

た
り
隠
れ
た
り
す
る
様
子
を
、
興
味
深
く

見
守
る
人
も
い
ま
す
。

大
森
ふ
る
さ
と
の
浜
辺
公
園
の
隣
に
あ
る

「
大
森
海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
」
で
は
、
東
京
湾

の
一
大
産
業
で
あ
っ
た
海
苔
づ
く
り
の
歴
史
を

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

展
示
室
に
は
、

国
の
重
要
有
形

民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い

る
、
昭
和
30
年

代
に
造
船
さ
れ

た
全
長
13
メ
ー

ト
ル
の
最
後
の

海
苔
船
「
伊
藤

丸
」
が
展
示
さ

大
森
海
苔
の
ふ
る
さ
と
館

こ
こ
も
外
せ
な
い
！

　　　　　東急池上線洗足池駅下車徒歩２分アクセス
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4

ま
た
、「
西
郷
隆
盛
留
魂
詩
碑
」
は
、
明

治
10
年
に
戦
死
し
た
西
郷
隆
盛
を
悼
み
、
海

舟
が
私
費
で
明
治
12
年
に
建
て
た
碑
で
す
。

池
に
架
か
る
池
月
橋
の
上
で
は
、
毎
年
５

月
の
満
月
に
近
い
夜
、「
洗
足
池
春
宵
の
響
」

と
呼
ば
れ
る
横
笛
演
奏
会
が
開
か
れ
ま
す
。

平
成
７
年
、
洗
足
池
西
岸
に
三
連
太
鼓
橋
が

し
ゅ
ん
工
し
た
の
を
記
念
し
開
始
さ
れ
た
、洗

足
池
と
池
月
橋
の
景
観
に
日
本
の
伝
統
芸
能

を
交
え
た
こ
の
取
組
は
、
平
成
26
年
度
で
20

回
を
数
え
ま
し
た
。毎
年
７
月
に
は
、ホ
タ
ル

の
観
賞
会
や
幻
想
的
な
灯
篭
流
し
と
い
っ
た

イ
ベ
ン
ト
も
夏
の
夜
を
涼
や
か
に
彩
り
ま
す
。

大
き
な
橋
の
あ
る
風
景

多
摩
川
の
あ
る
ま
ち

雄
大
な
多
摩
川
の
あ
る
風
景
も
、
大
田
区

の
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
で
す
。

山
梨
県
・
笠
取
山
を
水
源
と
す
る
多
摩
川

は
、
東
京
都
と
神
奈
川
県
境
を
流
れ
、
大
田

区
・
羽
田
で
東
京
湾
に
注
ぎ
ま
す
。
下
流
域

に
位
置
す
る
大
田
区
は
歴
史
的
に
多
摩
川
の

恵
み
を
受
け
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
多

摩
川
の
自
然
景
観
は
今
で
も
色
濃
く
残
っ
て

い
ま
す
。

川
沿
い
の
四
季
折
々
の
花
と
緑
、
水
の
情

景
は
訪
れ
る
人
に
憩
い
の
ひ
と
と
き
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。
田
園
調
布
か
ら
羽

田
ま
で
約
13
㎞
の
中
に
、
変
化
に
富
ん

だ
景
色
が
広
が
っ
て
お
り
、
丸
子
橋
か

ら
大
師
橋
、
そ
し
て
東
京
湾
へ
注
ぎ
こ

む
河
口
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
風
情
が
あ

り
ま
す
。
丸
子
橋
か
ら
羽
田
空
港
ま
で

の
コ
ー
ス
を
、
趣
の
異
な
る
橋
の
数
々

を
眺
め
な
が
ら
散
策
す
る
も
よ
し
、
舗

装
さ
れ
た
河
川
敷
の
コ
ー
ス
を
ジ
ョ
ギ

ン
グ
す
る
も
よ
し
。
豊
か
な
自
然
と
美

し
い
景
観
を
持
つ
多
摩
川
の
魅
力
を
ぜ

ひ
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

大田区大田区大田区大田区大田区
広報担当おすすめスポット
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リバーサイドウォークにリバーサイドウォークにリバーサイドウォークにリバーサイドウォークに
多摩川にかかる橋丸子橋　　　近くには区内最古のトンネルがある。1700年頃には営業を

していたという、江戸に通じる最古の渡し、丸子の渡しがあ
った。

ガス橋　　　昭和４年に東京斯株式会社（東京ガス）が川にガスの高圧管
を渡した際に地元の要望で歩道橋が設置され、昭和６年に開
通した。現在の橋の下部には２本の巨大なガス管が通されて
いる。

多摩川大橋 中世以降、区内で最後まで利用された渡し場、矢口の渡しが
あったところ。昭和24年に多摩川大橋が完成するまで利用さ
れた。

六郷橋　　　1600年に家康の命で長さ120間（約220ｍ）の六郷橋が完
成したが、度々の水害に遭い８回の流失を経て、大正14年に
は本格的なコンクリート橋が完成した。

大師橋　　　昭和14年に橋が完成するまで羽田の渡しがあり、江戸末期に
は川崎大師や穴守稲荷神社（江戸時代、現在の羽田空港内の
場所に建立されていた商売繁盛・家内安全のご利益があると
され人気の高い神社）への参拝者のほか、野菜や魚介類を運
んでいた。

丸子橋

多摩川大橋 六郷橋 大師橋

ガス橋

て
開
館
す
る
た
め
、
現
在
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
建
物
は
、
勝
海
舟
に
関
す
る
図
書
の

収
集
と
閲
覧
や
、
講
堂
で
の
講
義
等
を
開
催
す

る
た
め
に
財
団
法
人
清
明
会
に
よ
り
「
清
明
文

庫
」
と
し
て
建
て
ら
れ
、
そ
の
後
、
株
式
会
社

学
習
研
究
社
が
利
用
し
て
い
た
も
の
で
す
。

建
築
様
式
に
つ
い
て
は
、
昭
和
初
期
の
会
館

建
築
の
ひ
と
つ
と
し
て
貴
重
な
建
造
物
で
、
正

面
玄
関
か
ら
立
ち
上
が
る
４
本
の
ネ
オ
ゴ
シ
ッ

ク
ス
タ
イ
ル
の
柱
型
や
ア
ー
ル
・
デ
コ
調
の
造

作
な
ど
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
３
年
に
し

ゅ
ん
工
し
た
こ
の
建
物
は
、
平
成
12
年
に
国
登

録
有
形
文
化
財
建
造
物
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
建
物
の
保
存
・
保
全
と
同
時

に
整
備
事
業
を
進
め
、
地
域
の
歴
史
文
化
な
ど

の
情
報
発
信
や
区
の
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し

て
い
く
予
定
で
す
。

洗
足
池
公
園
の
東
側
に
は
、
勝
海
舟
夫
妻
の

墓
、
西
郷
隆
盛
留
魂
詩
碑
の
他
に
「
鳳
凰
閣

（
旧
清
明
文
庫
）」
が
あ
り
、
晩
年
を
過
ご
し
た

勝
海
舟
の
生

涯
に
想
い
を

馳
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

区
で
は
、

平
成
29
年
度

末
に
鳳
凰
閣

（
旧
清
明
文

庫
）
を
（
仮

称
）
勝
海
舟

記
念
館
と
し

（
仮
称
）
勝
海
舟
記
念
館

平
成
29
年
度
末
開
館
予
定

都
内
か
ら
富
士
山
が
見
え
る
場
所
は
だ
ん

だ
ん
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
区
内

か
ら
富
士
山
が
見
え
る
ス
ポ
ッ
ト
は
い
く
つ

か
残
っ
て
い
ま
す
。
多
摩
川
と
そ
の
近
く
の

丘
陵
地
が
富
士
山
が

見
え
る
主
な
エ
リ
ア
。

大
師
橋
の
近
く
や
、

ガ
ス
橋
・
多
摩
川
大

橋
の
周
辺
が
お
す
す

め
。晴

れ
た
日
は
広
い

川
や
ま
ち
並
み
の
向

こ
う
に
富
士
山
が
顔

を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

富
士
山
が
き
れ
い
に
見
え
る
ス
ポ
ッ
ト

こ
こ
も
外
せ
な
い
！

※
現
在
は
建
物
外
観
の
み
公
開
し
て
い
ま
す


